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今
春
、
「
唐
代
使
院
の
僚
佐
と
僻
召
制
」
と
題
す
る
小
論
を
設
表
し
、
節
度

使

・
観
察
使
の
使
院
に
お
け
る
僚
佐
の
構
成
と
辞
召
制
の
貫
際
を
、
主
と
し
て

唐
人
の
石
刻
文
に
依
援
し
て
検
討
を
加
え
た
が
、
今
回
は
、
唐
代
の
文
人
の
手

に
な
る
制
誌
と
壁
記
を
手
が
か
り
と
し
て
、
唐
代
後
期
に
お
け
る
官
僚
機
構
の

鑓
貌
、
と
く
に
地
方
官
の
賞
態
を
考
察
し
た
い
。

個
々
の
官
吏
の
人
事
異
動
の
際
に
、
中
霊
園舎
人
な
い
し
知
制
請
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
た
僻
令
書
は
中
替
制
詰
と
よ
ば
れ
、
文
苑
英
翠
の
う
ち
四
十
各
分
を
占

め
る
。
翰
林
撃
士
に
よ
る
翰
林
制
詔
は
同
じ
く
五
十
三
容
を
占
め
る
。

し
か

し
、
唐
文
粋
に
は
全
く
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
制
詰
は
、
白
居
易

・
元
積
ら
の

文
集
に
お
い
て
重
要
な
部
分
を
占
め
る
が
、
四
六
印
刷
健
健
で
書
か
れ
る
の
が
一

般
的
で
あ
っ
た
の
で
、
唐
文
粋
で
は
省
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
壁
記
と
は
、
官

聴
の
壁
に
、
そ
の
官
隊

・
官
職
に
闘
し
で
か
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
英
華
に
は

十
三
省
が
牧
め
ら
れ
る
。

大
唐
六
胞
ハ
を
は
じ
め
、
正
史
や
政
書
の
類
に
あ
ら
わ
れ
た
詔
放
や
制
度
が
官

職
に
つ
い
て
の
一
般
通
則
を
示
し
、
新
し
い
官
般
に
就
か
ん
と
出
愛
す
る
友
人

に
輿
え
た
銭
迭
の
序
や
蓄
が
徐
り
に
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
性
格
を
も
つ
の
に
針

し
、
特
定
の
個
人
や
官
職
を
針
象
と
し
た
制
詰
と
勝
壁
記
は
、
そ
の
中
間
の
性

格
を
有
し
、
も
っ
と
も
客
観
的
か
つ
具
健
的
な
史
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
本

日
は
そ
の

一
例
と
し
て
、
園
家
の
側
か
ら
み
た
使
院
に
お
け
る
辞
召
制
の
意
味

づ
け
を
制
詰
に
よ
っ
て
跡
づ
け
、
腕
肺
に
お
け
る
懸
尉
の
位
置
を
豚
尉
腹
壁
記
を

通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

護

宋

代

の

書

鋪

戸

草

野

立青

室
田
鋪
戸
は
、
正
し
く
は
寓
紋
紗
書
鋪
戸
(
紋
紗
諸
般
文
字
を
書
寓
す
る
鏑
戸
)

と
呼
ば
れ
、
政
府
諸
機
関
に
投
陳
さ
れ
る
諸
種
の
私
署
文
書
に
就
い
て
、
そ
の

投
納
の
手
績
き
を
執
り
、
ま
た
文
書
の
代
潟
を
行
な
い
、
時
に
記
載
内
容
の
保

任
に
嘗
り
、
謝
離
を
得
て
生
計
を
立
て
て
い
た
民
間
の
業
者
で
あ
る
。
宋
代
の

文
献
に
銭
っ
て
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
書
錦
戸
は
、
州
勝
司
等
に
制
到

す
る
訴
状
の
代
書
投
陳
、

州
問
肺
獄
司
の
訪
問
歴
の
登
記

・
不
動
産
頁
買
・
家
産
分

割
等
の
文
書
の
作
成
申
告
、
首
都
登
開
鼓
院
に
針
す
る
詞
欣
の
投
納
書
官
局
、
抽
服

部
貢
院
及
び
園
皐
宗
撃
に
制
到
す
る
受
験
書
類
の
投
納
、
吏
部
四
選
に
針
す
る
参

選
文
書
の
投
納
、
左
磁
庫
綱
運
銭
物
の
交
納
及
び
文
武
官
員
諸
軍
諸
司
丘
(
吏
俸

給
の
請
支
に
要
す
る
文
書
の
投
納
書
篤
に
嘗
っ
て
お
り
、
ま
た
北
宋
後
期
に
は

こ
れ
ら
書
鏑
の
開
業
は
政
府
機
関
の
公
認
を
得
て
行
な
わ
れ
て
い
て
、
多
く
の

政
府
機
闘
に
専
属
の
書
鋪
戸
が
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

本
日
は
こ
う
し
た
書
鋪
戸
の
機
能
を
考
祭
し
、
等
い
で
、
北
宋
の
首
都
開
封

府
の
権
貨
務
に
麗
し
沿
法
三
路
よ
り
将
来
さ
れ
た
入
中
交
引

(
交
紗
〉

を
保
任

し
て
代
償
請
求
の
手
綴
き
を
執
り
、
且
つ
こ
の
業
務
に
媛
っ

て
大
規
模
な
交
引

。，“
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の
商
品
質
を
行
な
い
、
園
家
財
政
に
す
く
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
見

ら
れ
る
交
引
鋪
戸
が
、
貨
は
書
鏑
戸
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。

ト
ル
コ
語
併
数
鶏
本
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ

i

蕎

回

ト
ル
コ
語
例
数
潟
木
、
と
り
わ
け
翻
評
文
皐
(
俳
典
)
の
庭
木
断
簡
は
、
ト

ル
キ
ス
タ
ン
の
文
化
史
的
動
向
を
理
解
す
る
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
書

潟
の
時
刻
、
さ
ら
に
翻
誇
の
時
代
に
つ
い
て
確
か
な
も
の
は
少
な
く
、
ト
ル
コ

族
の
例
数
受
容
史
の
研
究
に
十
分
役
割
を
果
た
し
え
な
い
で
い
る
。
一
般
的
に

は
、
九
世
紀
中
楽
北
ア
ジ
ア
回
鶴
帝
闘
の
樹
被
後
移
住
し
た
ウ
ィ
グ
ル
系
ト
ル

コ
族
の
定
着
に
よ

っ
て
、
天
山
南
部
の
中
央
ア
ジ
ア
は
、
初
め
て
ト
ル
コ
人
の

住
地
と
な
っ
た
、
と
い
う
史
資
に
基
づ
い
て
、
ト
ル
コ
語
併
典
の
成
立
時
期
も

ま
た
、
西
ウ
ィ
グ
ル
王
国
(
九
世
紀
J
十
三
世
紀
)
に
蹄
せ
ら
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
従
来
週
設
と
し
て
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
金
光
明
経
お
よ
び
慈
恩
停
の
ト
ル

コ
語
評
者
は
、
む
し
ろ
八
世
紀
頃
の
人
物
で
は
な
い
か
、
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
語
か

ら
詳
さ
れ
た
「
聖
王
訓
誠
と
名
付
け
る
大
衆
綬
」
・
「
文
殊
師
利
成
就
法
」
は
、

一
丈
朝
下
の
作
品
に
ち
が
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
名
穏

に
つ
い
て
、
「
ウ
ィ
ク
ル
人
自
身
そ
の
言
葉
を
普
通
に
は
チ
ュ
ル
タ
語
と
呼
ぶ
」

と
い
う
理
解
の
、
再
考
を
促
す
。
理
論
上
は
、

「
ウ
ィ
グ
ル

(CM、
百
円
)
人
が

経
由
州
を
概
評
す
る
場
合
に
、
自
分
の
用
い
る
語
を
チ
?
ル
タ
(
同
，

er)
語
と

稽
す
べ
き
理
由
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
中
央
ア
ジ
ア

に
お
け
る
ト
ル
コ
族
の
文
化
受
容
を
考
え
て
み
た
い
。

南
イ
ン
ド
の
村
落
に
つ
し
て

t
f
 

昇

島

奥

チ
ョ

l
ラ
王
朝
期
の
南
イ
ン
ド
の
村
落
、
と
く
に
そ
の
土
地
保
有
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
チ
ョ

l
ラ
朝
と
は
、
九
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
、
東
南
海

岸
卒
野
を
中
心
に
宇
島
部
を
統
治
し
た
王
朝
で
あ
る
が
、
嘗
時
は
数
多
く
の
石

造
寺
院
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
壁
面
に
刻
ま
れ
て
今
日
に
残
る
土
地
寄
進
刻
文

に
よ
っ
て
、
そ
の
時
代
の
村
落
内
部
の
土
地
保
有
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来

る。
私
は
か
つ
て
、
王
朝
初
期
(
十
世
紀
)
の
テ
イ
ル
チ
ラ
パ
ッ
リ
地
直
の
刻
文

を
検
討
し
、
嘗
時
の
一
般
村
落
(
バ
ラ
モ
ン
に
施
興
さ
れ
た
ブ
ラ
フ
?
デ

1
ヤ

の
よ
う
な
特
殊
村
落
で
な
い
)
に
お
い
て
は
、
ウ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
土
地
保
有

H
耕
作
農
民
の
共
同
組
織
に
よ
っ
て
、
村
内
の
耕
作
地
が
共
有
さ
れ
て
い
る
の

が
一
般
的
で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
を
下
し
た
。

今
、
王
朝
末
期
(
十
三
世
紀
)
の
同
地
百
四
の
刻
文
を
検
討
し
て
み
る
と
、
一

般
村
落
内
部
の
土
地
は
、
村
内
あ
る
い
は
他
村
の
有
力
者
(
?
)
に
よ
っ
て
、

個
別
的
に
保
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
て
、
土
地
の
寅
貿
も
か
な
り
頻

繁
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
、
ゥ
l
ル
の
共
有
地
が
全
く
消

滅
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
、
数
人
の
個
人
が
一
村
を
幾
つ
か
の
シ

z
ア
に

分
け
て
保
有
す
る
よ
う
な
形
も
み
ら
れ
、
こ
の
朗
報
告
で
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

刻
文
の
記
載
を
今
少
し
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
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